
つ
の
点
で
苦
労
し
た
。
も
と
よ
り
自
分
の
薄
学
が
原
因
だ
が
、
教
育
に
関
し
て

は

『
山
梨
県
教
育
百
年
史
』
が
既
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
新
資
料
の
発
見
が
困

難
だ
っ
た
。
甲
府
市
が
戦
災
に
あ
い
、
資
料
の
多
く
が
消
失
し
て
し
ま
っ
て
い

た
こ
と
も
ま
た
困
難
性
を
倍
加
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
文
学
の
記
述
で
は
文
学

と
文
芸
、
ド
イ
ツ
文
芸
学
の
古
典
的
手
法
で
言
え
ば
ポ
エ
ジ
ー
と
リ
テ
ラ
ツ
ー

ル
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か
、
つ
ま
り
文
芸
性
の
高
い
作
品
と
そ
の
作
家
及
び
そ

の
影
響
に
限
定
す
る
か
い
な
か
の
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
甲
府
市

史
の

「
文
学
」
の
事
項
の
記
述
に
か
か
わ
っ
た
四
人
の
委
員
の
間
の
統

一
的
見

解
を
見
出
す
の
に
も
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

ま
た
直
接
担
当
し
た
俳
句
に
関
し
て
は
戦
後
俳
句
文
学
が
、

『雲
母
』
に
限

定
さ
れ
る
よ
う
な
甲
府
市
の
俳
壇
状
況
に
あ
り
、
同
人
レ
ベ
ル
で
言
え
ば
短
歌

に
比
べ
、
甲
府
在
住
在
所
属
の
結
社
数
も
少
な
く
、
記
述
の
多
様
化
に
困
難
を

感
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
意
味
で
委
員
の
皆
さ
ん
や
事
務
局
の
方
々
に
種
々

御
迷
惑
を
お
か
け
し
た
が
、　
一
方
私
個
人
に
つ
い
て
言
え
ば
多
大
な
学
習
に
も

な
っ
た
。
と
り
わ
け
近
世
部
会
の

「
学
芸
」
の
事
項
に
関
し
て
は
、
近
世
甲
州

の
儒
学
史
や
思
想
に
関
す
る
領
域
は
個
人
的
人
物
や
典
籍
の
一
部
し
か
理
解
が

な
か
っ
た
の
で
、
高
須
芳
次
郎
氏
の

「近
世
日
本
儒
学
史
」
な
ど
を
改
め
て
読

み
な
お
す
と
い
っ
た
作
業
か
ら
始
め
た
の
で
、
自
己
学
習
に
は
大
い
に
な
っ
た
。

先
行
研
究
が
少
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、
甲
府
狂
歌
史
の
記
述
に
つ
い
て
も

色
々
勉
強
さ
せ
ら
れ
た
。　
星
口原
十
二
時
』
に
甲
府
狂
歌
師
の
作
品
が
登
場
す

る
ぐ
ら
い
の
知
識
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
近
世
甲
府
狂
歌
壇
の
記
述
を

一
応
ま

と
め
、　
一
つ
の
傾
向
性
を
把
握
出
来
た
の
も
市
史
に
か
か
わ
っ
た
恩
恵
だ
と
思
っ

て
い
る
。

川
柳
に
先
行
す
る
雑
俳
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
前
句
付
け
の
若
干
の
知
識
が

あ
っ
た
程
度
だ
っ
た
が
、
こ
の
機
会
に
雑
俳
の
原
典
二
〇
冊
ぐ
ら
い
を
読
み
得

た
の
は
幸
せ
だ
っ
た
。
今
後
こ
の
面
の
追
求
を
や
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

近
代
で
は
、

『
新
体
詩
歌
』
の
全
五
冊
を
史
料
編
に
収
録
出
来
た
の
も
忘
れ

難
い
。
日
本
で
二
番
目
に
刊
行
さ
れ
た
詩
集
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
翻
刻
出
版

さ
れ
て
い
な
い
。
市
史
史
料
編
に
収
録
し
、
研
究
者
の
便
に
供
す
る
こ
と
が
出

来
た
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。
ま
た
そ
の
出
版
社

「徴
古
堂
」
が

東
浦
栄
次
郎
の
個
人
会
社
で
な
く
、
甲
府
の
町
衆
や
地
方
の
豪
農
た
ち
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
会
社
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
点
も
意
義
深
い
作
業
で

あ
っ
た
。

な
お
委
員
長
の
磯
貝
先
生
か
ら
本
文
批
判
と
か
か
わ
っ
て
、
平
安
期
の
国
語

の
音
便
に
つ
い
て
質
問
を
受
け
た
体
験
は
、
研
究
の
厳
密
性
と
い
っ
た
も
の
に

つ
い
て
教
え
ら
れ
、
感
銘
を
受
け
た
。　
一
資
料
の
引
用
に
つ
い
て
一
語
の
音
便

ま
で
確
か
め
よ
う
と
す
る
先
生
の
研
究
者
と
し
て
の
態
度
に
は
敬
服
さ
せ
ら
れ

た
。
自
分
の
研
究
態
度
の
安
易
さ
へ
の
反
省
を
強
く
う
な
が
さ
れ
た
も
の
だ
っ

た
。総
括
し
て
大
い
に
勉
強
さ
せ
ら
れ
た
市
史
の
編
纂
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

Ｚρ
。

「
甲
府
市
長
期
統
計
」
編
集
を
終
え
て

専

門

委

員

　

八

東

厚

生

甲
府
市
統
計
を
も
と
に
甲
府
市

一
〇
〇
年
の
姿
を
市
民
に
分
り
や
す
く
伝
え

る
小
冊
子
を
作
成
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
編
集
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
と

き
用
意
さ
れ
た
統
計
書
は
、

「
甲
府
市
統
計

一
斑
」

（明
治
三
十
五
年
）
、

「
甲
府
市
統
計
書
」

（明

治
三
十
七
年
十
明
治
三
十
九
年
、
明
治
四
十

一
年
、
明
治
四
十
三
年
、
明

判 1-



治
四
十
四
年
、
大
正
元
年
、
大
正
三
年
、
大
正
四
年
十
大
正
十
四
年
、
昭

和
元
年
十
昭
和
十
年
、
昭
和
十
三
年
）

で
あ
っ
た
。

つ
い
で
、
戦
後
の
甲
府
市
統
計
書
に
つ
い
て
調
査

。
収
集
作
業
を
お
こ
な
っ

た
と
こ
ろ
、
確
認
さ
れ
た
も
の
は
、

「
甲
府
市
勢
要
覧
」

（昭
和
二
十
三
年
、
昭
和
二
十
五
年
十
昭
和
三
十
九

年
、
昭
和
三
十

一
年
、
昭
和
三
十
二
年
、
昭
和
三
十
四
年
、
昭
和
四
十
六

年
、
昭
和
四
十
七
年
）
、

「
甲
府
市
統
計
要
覧
」

（昭
和
四
十
八
年
、
昭

和
四
十
九
年
）

「
甲
府
市
統
計
書
」

（昭
和
五
十
年
、
昭
和
五
十

一
年
、

昭
和
五
十
三
年
、
昭
和
五
十
四
年
、
昭
和
五
十
七
年
十
昭
和
五
十
九
年
、

昭
和
六
十

一
年
十
平
成
元
年
）

で
あ
り
、
戦
後
の
甲
府
市
の
統
計
に
つ
い
て
実
質
上
利
用
可
能
な
統
計
書
は
昭

和
四
十
八
年
の

「
甲
府
市
統
計
要
覧
」
以
降
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

利
用
可
能
な
甲
府
市
統
計
書
が
、
戦
前
期
は
明
治
末
期
か
ら
昭
和
十
年
ま
で
、

戦
後
期
は
昭
和
四
十
八
年
以
降
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
作
業
は
大

き
な
障
害
に
直
面
し
た
。
当
初
、

「糊
と
鋏
」
で
で
き
る
と
想
定
さ
れ
て
い
た

統
計
表
の
作
成
そ
の
も
の
に
唯

一
の
利
用
可
能
な
労
働
力
資
源
を
投
入
す
る
必

要
に
迫
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
編
集
方
針
を
、
学
生

。
社
会
人
を
対
象
と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
で
実

用
的
な
甲
府
市
統
計

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る
こ
と
に
切
り
換
え
、

「
国
勢

調
査
」
、

「
工
業
統
計
」
、

「商
業
統
計
」
、

「家
計
調
査
」
、

「財
政
統
計
」

な
ど
、
甲
府
市
に
か
か
わ
る
基
礎
統
計
の
収
集

・
整
理
に
は
ぼ
す
べ
て
の
作
業

を
あ
て
る
こ
と
に
し
た
。
統
計
書
の
編
纂
と
も
な
れ
ば
、
各
統
計
に
関
す
る
解

説
の
み
な
ら
ず
、
各
統
計
に
関
す
る
利
用
上
の
注
意

（調
査
方
法
、
分
類
基
準

の
変
更
な
ど
）
、
統
計
用
語
の
説
明
な
ど
の
必
要
性
が
で
て
く
る
も
の
の
、
こ

れ
ら
の
多
く
は
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
農
業
統
計
で
は

「
山
梨

県
農
林
業
累
年
市
町
村
別
統
計
」
、
工
業
統
計
で
は

「
工
業
統
計
調
査
結
果
報

告
」
、
商
業
統
計
で
は

「
山
梨
県
商
業
統
計
調
査
結
果
報
告
」
を
資
料
と
し
て

利
用
す
る
な
ど
作
業
の
効
率
性
か
ら
資
料
の
選
択
が
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
も
あ

る

（
「
工
業
統
計
」
と

「
工
業
統
計
調
査
結
果
報
告
」
と
の
間
で
実
用
上
大
差

が
な
い
と
も
判
断
し
た
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

ま
っ
た
く
予
期
せ
ざ
る
航
路
に
単
身
乗
り
出
し
た
も
の
の
上
記
の
統
計
に
つ

い
て
は
ほ
ぼ
可
能
な
か
ぎ
り
入
手
で
き
た
と
思
う
。
特
に
大
正
九
年
以
来
の

「
国
勢
調
査
」
は
、
単
に
総
人
口
の
推
移
だ
け
で
な
く
年
齢
階
級
別
人
口
の
推

移
、
就
業
者

（有
業
者
）
の
産
業
別
構
成
の
推
移
を
も
伝
え
て
お
り
、
戦
前
期

の
甲
府
市
を
語
る
上
で
も
不
可
欠
の
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。　
一
方
、

作
業
の
遅
れ
か
ら
消
費
者
物
価
統
計
の
多
く
が
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
。
運
び
込

ん
だ
荷
の
値
踏
み
は
市
場
に
委
ね
る
と
し
て
今
は
た
だ
航
海
を
終
え
た
解
放
感

に
浸
り
た
い
。

（市
え
編
さ
ん
を
終
え
て
）

専

門

委

員

　

山
　
本
　
多
佳
子

私
は
市
史
編
纂
事
業
に
一
九
八
六
年
か
ら
七
年
間
携
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
間
、
通
史
編
二
巻
と
史
料
編
三
巻
に
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
出
し
た
の
で
、

い
つ
も
市
史
の
原
稿
締
切
に
追
い
か
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
て
あ
っ
た
。

限
ら
れ
た
時
間
と
、
こ
れ
ま
た
十
分
と
は
言
え
な
い
私
の
能
カ
ギ
リ
ギ
リ
の
と

こ
ろ
で
私
な
り
に
頑
張
っ
た
つ
も
り
だ
が
、
振
返
っ
て
心
残
り
の
点
も
な
い
と

し
な
い
。
執
筆
者
と
し
て
は
、
関
係
者
の
聞
き
取
り
調
査
や
、
無
駄
も
出
来
る

余
裕
あ
る
史
料
調
査
も
行

っ
て
奥
行
の
あ
る
市
史
に
し
た
か
っ
た
と
思
っ
て
い


